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１．これまでの活動経緯 資料１

【会議設立趣意】
インフラの老朽化対策が社会的な課題
地方自治体においても、道路インフラを適正に維持管理していくことが重要
特に市町村では、道路構造物の維持管理についての技術ノウハウや土木技術系職員
が不足しているなどの課題
今後は、点検や計画策定の定期的な実施に加え、それに基づく修繕の実施も大きな
課題
国において策定された「インフラ長寿命化基本計画」に基づき、各インフラの管理
者は、「インフラ長寿命化計画」及び「個別施設毎の長寿命化計画を策定する必要
あり
これらを踏まえ、橋梁・トンネル等の定期的な点検がスタートしようとするこの機
に、道路管理者が連携しながら、技術力の向上、インフラの長寿命化の推進、さら
には道路インフラの維持管理についての情報共有や課題解決への連携を深め、道路
の管理を効果的に行っていくことが急務
これらの取り組みに当たっては、個々の道路管理者で対応するよりも県内道路管理
者が一体となって対応することが効果的であり、そのための新たな組織が必要

１．メンテナンス会議の目的
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資料１１．これまでの活動経緯

【規 約】

（事業）第3条 会議は第2条の目的を推進するため、次の事業を実施する。

（1）道路メンテナンスに関する情報共有に関する事業
（技術基準説明会や現地研修会の実施、損傷事例や対応事例、点検や措置状況等）

（2）関係者の意見調整に関する事業
（点検、補修等に重点的に取り組むべき路線に関する意見調整、対外協議に関する
調整等）

（3）国民・道路利用者等を対象とした広報に関する事業
（点検結果や構造物の健全度に関する情報発信、老朽化対策に関する関心と理解の
醸成等）

（4）前各号に挙げるものの他、会議の設立の目的に沿った活動の企画及び実施に関す
る事業

１．メンテナンス会議の目的



１．これまでの活動経緯

秋田県道路メンテナンス会議の活動記録

資料１

年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2014
（H26）

4～6

5/27 道路メンテナンス会議設立
第１回メンテナンス会議

6/20 市町村橋梁等長寿命化
連絡協議会設立

6月～7月 パネル展示（各道の駅・秋田県庁内）

7～9 9/ 4 第２回メンテナンス会議 7/28 市町村職員の参加による橋梁点検の現地研修会
10～12 10/25県民参加の『橋の老朽化対策見学会』

1～3
1/16 第３回メンテナンス会議
3/20 こ道橋連絡会議設立

2015
（H27）

4～6 6/ 4 第１回メンテナンス会議

6/15 道路橋の補修・予防保全技術講習会
(市町村橋梁等長寿命化連絡協議会･･･※1)

6/29～7/1 道路施設点検技術(現地)講習会(※1)
6/30 道路施設点検技術（現地）講習会（※1）

7～9 8/27 第２回メンテナンス会議 9/11 道路施設点検「包括発注」研修会（※1）

10～12
10/ 1 道路施設点検技術講習会(トンネル編)（※1）
11/ 6 道路施設点検技術講習会(のり面･土工構造物編)(※1)
11/10 小規模橋梁点検技術講習会(県･市町村職員)

12月～2月 パネル展示(各道の駅・秋田県庁内)

1～3 1/15 第３回メンテナンス会議

2016
（H28）

4～6 6/28 第１回メンテナンス会議 5/26･27 メンテナンス研修（市町村職員）

7～9 8/ 5 こ道橋連絡会議
8/25 小規模橋梁点検技術講習会(県･市町村職員)
9/1･2･7 小規模橋梁点検技術講習会(県･市町村職員)
9/16 橋梁床版維持補修に関する特別講義講習会(※1)

9/29将来の土木を担う高校生を対象とした
現場見学会(秋田県土木系高校生35名）

10～12 11/28 自治体管理の橋を職員自らが点検します(秋田市)
10/21 湯沢河国 橋梁点検自習(大曲工業高校）
11/28 自治体管理の橋を職員自らが点検(秋田市)

1～3
3/ 8 道路鉄道連絡会議設立

第２回メンテナンス会議
12月～2月 パネル展示(各道の駅)
3/9新聞掲載(魁新報) 道路も健康診断で安心･長寿

2017
（H29）

4～6

7～9
9/ 8 第１回メンテナンス会議

こ道橋連絡会議

10～12
12/15 第２回メンテナンス会議

10/ 3 既設橋の耐震対策講習会(道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議)
10/25 小規模橋梁点検技術講習会(県･市町村職員)

12月～2月 パネル展示(各道の駅)

1～3
2/ 8 第３回メンテナンス会議

道路鉄道連絡会議
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２．平成２９年度点検結果について

（１）道路橋の点検実施状況（①全橋梁）

6

・東北（参考）

・秋田県

資料２－１

管理者 点検実施総数 H26点検実施数 H27点検実施数 H28点検実施数 H29点検実施数 H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 4,138 671 632 1,284 938 613 85%

高速道路会社 2,956 294 320 707 748 887 70%

都道府県 16,738 2,438 3,200 4,366 3,747 2,987 82%

市町村 49,962 4,421 10,423 14,989 14,229 5,900 88%

合 計 73,794 7,824 14,575 21,346 19,662 10,387 86%

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 710 153 134 181 120 122 83%

高速道路会社 369 29 35 88 100 117 68%

都道府県 2,280 106 767 578 425 404 82%

市町村 8,961 634 3,245 2,296 1,478 1,308 85%

合 計 12,320 922 4,181 3,143 2,123 1,951 84%

※数値は速報値のため変動することがあります

※7/26時点集計値



２．平成２９年度点検結果について
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（１）道路橋の点検実施状況（②緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋）

・東北（参考）

・秋田県

資料２－１

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 39 17 7 9 2 4 90%

高速道路会社 81 2 7 27 25 20 75%

都道府県 17 6 2 9 0 0 100%

市町村 72 5 24 10 20 13 82%

合 計 209 30 40 55 47 37 82%

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 260 41 27 130 37 25 90%

高速道路会社 489 11 48 159 122 149 70%

都道府県 163 31 30 76 20 6 96%

市町村 496 78 110 172 106 30 94%

合 計 1,408 161 215 537 285 210 85%

※数値は速報値のため変動することがあります

※7/26時点集計値



２．平成２９年度点検結果について

8

・東北（参考）

・秋田県

（１）道路橋の点検実施状況（③跨線橋）

資料２－１

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 66 16 8 19 9 14 79%

高速道路会社 15 0 0 0 5 10 33%

都道府県 60 1 12 19 14 14 77%

市町村 60 1 9 17 15 18 70%

合 計 201 18 29 55 43 56 72%

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 290 61 49 60 65 55 81%

高速道路会社 88 0 2 12 29 45 49%

都道府県 416 16 78 128 108 86 79%

市町村 419 31 40 90 128 130 69%

合 計 1,213 108 169 290 330 316 74%

※数値は速報値のため変動することがあります

※7/26時点集計値



２．平成２９年度点検結果について

9

・東北（参考）

・秋田県

（１）道路橋の点検実施状況（④緊急輸送道路を構成する橋梁）

資料２－１

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 594 114 114 161 107 98 84%

高速道路会社 369 29 35 88 100 117 68%

都道府県 1,015 52 358 309 153 143 86%

市町村 468 41 259 131 15 22 95%

合 計 2,446 236 766 689 375 380 84%

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 3,489 560 538 1,124 766 501 86%

高速道路会社 2,952 297 315 706 748 886 70%

都道府県 6,820 992 1,569 2,010 1,344 905 87%

市町村 659 73 301 171 73 41 94%

合 計 13,920 1,922 2,723 4,011 2,931 2,333 83%

※数値は速報値のため変動することがあります

※7/26時点集計値



２．平成２９年度点検結果について
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（国土交通省）

（２）道路橋の判定区分（①全橋梁）

H29点検結果（全道路管理者）

・東北（参考）

・秋田県

資料２－１

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 938 394 434 110 0

高速道路会社 748 12 658 78 0

都道府県 3,747 1,133 2,146 467 1

市町村 14,229 5,497 7,729 997 6

合 計 19,662 7,036 10,967 1,652 7

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 120 30 76 14 0

高速道路会社 100 3 92 5 0

都道府県 425 43 363 19 0

市町村 1,478 448 916 114 0

合 計 2,123 524 1,447 152 0

※数値は速報値のため変動することがあります

（高速道路会社） （都道府県） （市町村）

H29点検結果

30
25%

76
63%

14
12%

0
0% 3

3%

92
92%

5
5%

0
0%

※7/26時点集計値

43
10%

363
85%

19
5%

0
0%

448
30%

916
62%

114
8%

0
0%

524 
25%

1,447 
68%

152 
7%

0 
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



２．平成２９年度点検結果について

11

・東北（参考）

・秋田県
H29点検結果（全道路管理者）

（２）道路橋の判定区分（②緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋）

資料２－１

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 2 0 2 0 0

高速道路会社 25 2 21 2 0

都道府県 0 0 0 0 0

市町村 20 0 16 4 0

合 計 47 2 39 6 0

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 37 9 24 4 0

高速道路会社 122 3 105 14 0

都道府県 20 8 9 3 0

市町村 106 21 71 14 0

合 計 285 41 209 35 0

※数値は速報値のため変動することがあります

※7/26時点集計値

2
4%

39
83%

6
13%

0
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



２．平成２９年度点検結果について

12

・東北（参考）

・秋田県 H29点検結果（全道路管理者）

（２）道路橋の判定区分（③跨線橋）

資料２－１

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 9 0 7 2 0

高速道路会社 5 0 5 0 0

都道府県 14 2 12 0 0

市町村 15 0 5 10 0

合 計 43 2 29 12 0

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 65 6 48 11 0

高速道路会社 29 2 25 2 0

都道府県 108 26 60 22 0

市町村 128 15 73 40 0

合 計 330 49 206 75 0

※数値は速報値のため変動することがあります

※7/26時点集計値

2 
4%

29 
66%

13 
30%

0 
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



２．平成２９年度点検結果について

13

・東北（参考）

・秋田県 H29点検結果（全道路管理者）

（２）道路橋の判定区分（④緊急輸送道路を構成する橋梁）

資料２－１

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 107 24 72 11 0

高速道路会社 100 3 92 5 0

都道府県 153 5 137 11 0

市町村 15 5 8 2 0

合 計 375 37 309 29 0

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 766 307 372 87 0

高速道路会社 748 12 658 78 0

都道府県 1,344 471 710 163 0

市町村 73 29 39 5 0

合 計 2,931 819 1,779 333 0

※数値は速報値のため変動することがあります

※7/26時点集計値

37
10%

309 
82%

29 
8%

0 
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



２．平成２９年度点検結果について

（３）トンネルの点検実施状況

14

・東北（参考）

・秋田県

資料２－２

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 31 7 0 5 17 2 94%

高速道路会社 21 3 4 11 1 2 90%

都道府県 84 14 31 15 11 13 85%

市町村 37 6 8 4 5 14 62%

合 計 173 30 43 35 34 31 82%

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 234 46 27 59 66 36 85%

高速道路会社 126 24 26 32 17 27 79%

都道府県 554 70 91 122 167 104 81%

市町村 159 33 16 20 35 55 65%

合 計 1,073 173 160 233 285 222 79%

※数値は速報値のため変動することがあります

※7/26時点集計値



２．平成２９年度点検結果について
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（４）トンネルの判定区分

・東北（参考）

・秋田県

H29点検結果（全道路管理者）

資料２－２

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 17 0 4 13 0

高速道路会社 1 0 1 0 0

都道府県 11 1 9 1 0

市町村 5 0 3 2 0

合 計 34 1 17 16 0

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 66 8 45 13 0

高速道路会社 17 0 8 9 0

都道府県 167 7 70 90 0

市町村 35 0 17 17 1

合 計 285 15 140 129 1

※数値は速報値のため変動することがあります

（国土交通省） （高速道路会社） （都道府県） （市町村）

H29点検結果

1
100%

0
0%

3
60%

2
40%

0
0%

0
0%

4
24%

13
76%

0
0%

1
9%

9
82%

1
9%

0
0%

※7/26時点集計値

1 
3%

17 
50%

16 
47%

0 
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



２．平成２９年度点検結果について

（５）道路附属物等の点検実施状況

16

・東北（参考）

・秋田県

資料２－３

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 1,034 17 60 471 302 184 82%

高速道路会社 879 159 349 119 108 144 84%

都道府県 1,022 133 230 231 229 199 81%

市町村 233 54 53 42 30 54 77%

合 計 3,168 363 692 863 669 581 82%

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の

点検実施率

国土交通省 175 0 26 107 13 29 83%

高速道路会社 106 18 45 9 9 25 76%

都道府県 170 24 63 35 32 16 91%

市町村 48 4 18 16 3 7 85%

合 計 499 46 152 167 57 77 85%

※数値は速報値のため変動することがあります

※7/26時点集計値



２．平成２９年度点検結果について

17

（６）道路附属物等の判定区分

・東北（参考）

・秋田県

H29点検結果（全道路管理者）

資料２－３

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 302 88 162 52 0

高速道路会社 108 9 93 6 0

都道府県 229 48 138 43 0

市町村 30 5 17 8 0

合 計 669 150 410 109 0

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 13 3 7 3 0

高速道路会社 9 0 9 0 0

都道府県 32 6 20 6 0

市町村 3 0 2 1 0

合 計 57 9 38 10 0

※数値は速報値のため変動することがあります

（国土交通省） （高速道路会社） （都道府県） （市町村）

H29点検結果

3
23%

7
54%

3
23%

0
0%

9
100%

0
0%

2
67%

1
33%

0
0%

6
19%

20
62%

6
19%

0
0%

※7/26時点集計値

9 
16%

38 
67%

10 
17%

0 
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



３．平成３０年度点検計画について

18
※数値は対象施設の撤去等で変動することがあります

資料３

・秋田県

○ 橋梁・トンネル・道路附属物等の法定点検１巡目の最終年度
○ 平成29年度点検実施状況を踏まえて、取りこぼしがないよう確実に実施

922 

30 

46 

4,181 

43 

152 

3,143 

35 

167 

2,123 

34 

57 

1,951 

31 

77 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

橋梁

トンネル

道路附属物等

H26実施 H27実施 H28実施 H29実施 H30計画

※7/26時点集計値
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４．平成３０年度活動計画（案）

（１）活動方針

①市町村の技術支援に重点
県市町村橋梁長寿命化連絡協議会による技術講習会
直轄橋梁点検による点検実習
「県内道路メンテナンス支援団」

⇒直接現地や役場に出向いて、市町村への技術支援を実施

②広報の拡充（情報発信）
道の駅での広報を継続（老朽化の現状や対策による効果の発信）
秋田県版の道路メンテナンス年報を公表

③効率的に会議を開催
目的・内容に合わせて出席対象者を区別

⇒全体会議（７月）…管理職級 担当者会議・連絡会議・研修…担当者級

県内全域からの集合に配慮
⇒担当者会議同日にこ道橋連絡会議、道路鉄道連絡会議を開催

資料４－１



４．平成３０年度活動計画（案）
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資料４－２

（２）活動全体スケジュール（秋田県）
年
度

月 会議開催 研修・講習会 技術支援 広報活動

2018
（H30）

4

5 5/31 事務局会議

6

7 7/30 道路メンテナンス会議
橋梁初級Ⅰ（7/9～13）
橋梁セミナー（7/23～25）

8 トンネル初級（8/21～24）
直轄橋梁による点検実習 8月～

市町村への意見照会 道の駅でのパネル展（8～12月）

9 橋梁初級Ⅰ（9/10～14）
小規模橋梁点検技術講習会

県版道路メンテナンス年報公表

10 研修会（耐震対策講習会）
大規模修繕現場講習会

10～11月 県メンテナンス支
援団による現地調査

11 橋梁初級Ⅱ（11/12～16）

12

1
道路メンテナンス会議
こ道橋連絡会議
道路鉄道連絡会議

2 次期5ヶ年計画

3
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（３）道路メンテナンス会議（秋田県）

本会議：本日
年間活動方針の決定
研修会等の年間スケジュール
広報スケジュール
こ道橋会議、鉄道会議に向けた作業確認
次期５ヶ年点検計画作成の作業確認など

担当者会議：平成３１年１月下旬
1巡目の点検実施状況
次期５ヶ年計画（案）
その他伝達事項

４．平成３０年度活動計画（案） 資料４－３
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資料４－４

（４）こ道橋連絡会議、道路鉄道連絡会議（秋田県）

こ道橋連絡会議
開催日程：１月下旬開催予定
議題（案）：

法定外施設のH30までの点検状況
こ道橋管理者からの要望事項等
その他伝達事項

道路鉄道連絡会議
開催日程：１月下旬開催予定
議題（案）：

H29点検を受けての確認書の変更
鉄道管理者からの要望事項等
その他伝達事項

４．平成３０年度活動計画（案）

時期 地方整備局 鉄道会社 事務局 国 地方公共団体 高速道路会社

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

道路鉄道連絡会議の開催

確認書の変更協議の回答

道路メンテナンス年報

（公表後）

点検・修繕に関する個別協定の合意

道路管理者と鉄道事業者との調整

（整備局はJR貨物）

前年度点検結果等を踏まえた

計画の見直し及びとりまとめ

点検・修繕に関する個別協定の締結

（点検・工事の開始）

＜鉄道連絡協議会年間予定＞



①道路構造物管理実務者研修
〈東北地方整備局〉

対 象：自治体職員及び直轄職員

目 的：地方公共団体の職員の技術力育成のため、
点検要領に基づく点検に必要な知識・
技能等を取得するための研修。
（橋梁Ⅰ ⅰ期、ⅱ期は全国統一のカリキュラム。
同内容を２回開催予定）

【H29年度研修（計画）】

Ｈ２９年度状況：延べ54名の地方公共団体職員（３２県市町村※１）が受講

研修名 開催時期 募集期間 募集定員 参加状況※２

橋梁初級Ⅰⅰ期 7/9～7/13 締切済 ４０名 ２９名

トンネル初級 8/21～8/24 ７/１９まで ２０名 １０名

橋梁初級Ⅰⅱ期 9/10～9/14 ７/１９まで ４０名 １６名

橋梁初級Ⅱ 11/12～11/16 ９/１４まで ４０名 １３名

※１ 重複計上あり ※２ Ｈ３０．７．２０現在

■地方自治体への支援（東北地方整備局主催：各種研修等）

23

資料４－５４．平成３０年度活動計画（案）

（５）技術力向上



４．平成３０年度活動計画（案） （既設橋の耐震対策講習会）

道路メンテナンス会議 開催日 開催場所 現場編（予定） 座学編

青森 平成３０年９月２５日（火） 青森県青森市 ［NEXCO管理］青森中央第三橋 アピオあおもり（青森市）

岩手 平成３０年10月4日（木） 岩手県盛岡市 ［NEXCO管理］雫石川橋 岩手河川国道事務所（盛岡市）

宮城 平成３０年10月２日（火） 宮城県仙台市青葉区 ［NEXCO管理］綱木川橋 宮城県分庁舎漁信基ビル（青葉区）

秋田 平成３０年１０月17日（水） 秋田県秋田市 ［NEXCO管理］吉田川橋 秋田河川国道事務所（秋田市）

山形 平成３０年９月２６日（水） 山形県山形市 ［NEXCO管理］中谷柏橋 山形河川国道事務所（山形市）

福島 平成３０年９月27日（木） 福島県郡山市 ［NEXCO管理］笹原川橋 ビックパレットふくしま（郡山市）

●既設橋梁における耐震対策の技術力向上を目的に講習会を行うものです
●座学は耐震基準の変遷、対策事例、基礎技術などを予定しております

24

資料４－５

（５）技術力向上



４．平成３０年度活動計画（案） （大規模修繕 現場講習会）

県別 路線名 ＩＣ間 橋梁名 実施可能時期

青森県 東北道 阿闍羅ＰＡ－大鰐弘前ＩＣ 梨子野木橋 8月下旬～10月下旬

宮城県 東北道 築館ＩＣ－一関ＩＣ 三迫川橋 10月２５日（木）

福島県 東北道 二本松ＩＣ－福島西ＩＣ 大森川橋 10月上旬～11月下旬

福島県 東北道 二本松ＩＣ－福島西ＩＣ 松塚川橋 10月上旬～11月下旬

◆ 各県道路メンテナンス会議による大規模修繕工事の現場講習会の目的
東北道等供用開始して、32年～４３年年経過、その間、交通量（大型）の増加、

冬季の凍結防止剤の散布により、床版コンクリ－トの劣化損傷が著しく発生。

その状況の中、橋面全体にわたり補修が必要となった。

メンテナンス会議を通じて、各地公体の技術者に損傷の状況及び補修方法の知識の
習得を目的とするもの。

25

資料４－５

（５）技術力向上
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資料４－５

（５）技術力向上（秋田県）

４．平成３０年度活動計画（案）

①研修会（耐震対策講習会）

1. 日 時 ： 平成30年10月17日（水）
2. 場 所 ： 現場見学 秋田外環状道路 吉田川橋（東日本高速道路管理）

講 習 秋田河川国道事務所
3. 講習内容 ： 既設橋の耐震対策に関する概要や基準の変遷

耐震補強の基礎的な考え方、事例など
4. 対 象 ： ※若手技術者等

諸元
架設年度：１９９７年
新設時の適用道示：Ｈ２道示
橋長：上下線３２５ｍ
形式：鋼５径間連続鈑桁２連



自治体職員の技術力向上と点検経費の節減を図ることを目的として、小規模橋梁点検技術講習会を実施。

27

資料４－５

（５）技術力向上（秋田県）

４．平成３０年度活動計画（案）

②小規模橋梁点検技術講習会

●名 称：小規模橋梁点検技術講習会
●実施主体：市町村橋梁等長寿命化連絡協議会
●開催場所：北秋田市管内

大仙市管内
●対 象：各自治体職員 他
●開催時期：平成３０年９月（調整中）

県内各市町村の、職員の技術力向上と点検経費の節減を図ること
を目的として、「市町村橋梁等長寿命化連絡協議会」主催の講習会
に参加

橋梁点検について、現場で講習会を実施し、点検・記載方法、及び
着目点を把握することによって、直営点検においても、点検結果の
確実な記録や経費の節減を図る。
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資料４－５

（５）技術力向上（秋田県）

４．平成３０年度活動計画（案）

③直轄橋梁点検における点検実習

1. 日 時 ： 随時
2. 対 象 ： 対象橋梁に近い沿線自治体

※毎年点検計画を4月に送付し、対象事務所と調整

日付
8月1日 8月2日 8月3日 8月4日 8月5日 8月6日 8月7日 8月8日 8月9日 8月10日 8月11日 8月12日

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

第１班

【大曲】R13 【大館】秋田道 【角館】R46 【能代】R7 【能代】R7 【能代】R7 【能代】R7 【能代】R7

南刈和野跨線橋
117.釈迦内こ
線橋

27.水沢橋 66.二ツ井高架橋66.二ツ井高架橋66.二ツ井高架橋64.能代こ線橋 64.能代こ線橋

(267.2kp) 118.釈迦内橋 (77.5kp) (352.0m) (352.0m) (352.0m) 66.二ツ井高架橋(332.6kp)

(225.7,229.3kp
)

12m+クローラ12m 12m+クローラ12m クローラ12m
(332.6kp)(352.
0m)

12m

※午前移動 クローラ12m

ネクスコ協議済

※塩分測定 ※塩分測定 ※塩分測定 ※塩分測定 ※塩分測定

日付
9月1日 9月2日 9月3日 9月4日 9月5日 9月6日 9月7日 9月8日 9月9日 9月10日 9月11日 9月12日

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

第１班

【本荘】R7 【本荘】R7 【本荘】R7 【本荘】R7 【本荘】R7 【秋田】R13 【秋田】R13 【秋田】R13

2.本荘大橋※ 2.本荘大橋※ 2.本荘大橋※ 2.本荘大橋※ 2.本荘大橋※ 20.第4号溝橋 22.第6号溝橋 10,11.目長田跨線橋

(231.0kp) (231.0kp) (231.0kp) (231.0kp) (231.0kp)
40,41.側道橋
(上下)

44,45.側道橋
(上下)

(上下)

ロープアクセス ロープアクセス ロープアクセス ロープアクセス 21.第5号溝橋 (289.3kp) (297.4kp)

42,43.側道橋
(上下)

(237.6kp)

(288.5-
288.6kp)

日付
10月1日 10月2日 10月3日 10月4日 10月5日 10月6日 10月7日 10月8日 10月9日 10月10日 10月11日 10月12日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

第１班

【能代】R7 【能代】R7 【本荘】R7 【本荘】R7

62.63.悪土川橋
(上下)

61.切石こ線橋 4.中ノ沢橋
90.西申田跨線
橋

(331.4kp) (348.6kp)
29.中ノ沢橋側道
橋※

(212.3,p)

(200.9kp)BT200 12m

※塩分測定



資料４－６

（６）技術支援（秋田県）

４．平成３０年度活動計画（案） （アドバイザーチームの設置）

道路施設の点検や保全関係の技術的課題に係る自治体からの疑問や相談
に対応するアドバイザーチームとして、『県内道路メンテナンス支援団』を設置。

直接現地や役場に出向いて、市町村への技術的助言・支援を行っていきます。

市町村管理の道路施設（橋梁、トンネル、附属物、舗装、土工等）

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

技
術
相
談

支
援

支援目的・内容

定期点検促進

相
談

予防保全、修繕に
係る技術的課題

の解決

例えば、
○点検要領の具体的説明会をしてほしい
○遠方の研修には全員参加できない。

でも点検の仕方を指導してほしい。
○補修の優先順位を付けるための知恵を貸してほしい
○職員の勉強会を役場で開催したい
○劣化状況を見に来てアドバイスしてほしい

などなど

県内道路メンテナンス支援団

29→市町村が抱える課題を意見照会で把握する予定
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資料４－７

（７）広報（秋田県）

４．平成３０年度活動計画（案） （メンテナンスの 「見える化」）

秋田県版道路メンテナンス年報

発表の趣旨

内容（案）

公表時期

○道路メンテナンス会議設立から節目となる５年目を迎え、道路施設の現状やこれまで実施し
てきた道路メンテナンスに関する取り組み等を情報発信（見える化）

１．道路メンテナンス年報の概要
２．道路施設の状況

・県内の道路施設の概況
・点検実施状況
・点検結果と県特有の損傷傾向
・修繕・措置の状況

３．道路メンテナンス会議の取り組み
４．その他

○平成３０年９月下旬目標
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資料４－７

（７）広報（秋田県）

４．平成３０年度活動計画（案）

■老朽化対策ポスターや対策による効果などを「道の駅」に掲示



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

秋田市建設部道路維持課

斎藤 慎一

資料５



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

秋田市の道路と道路施設

・総延長 ： ２，０１９，３４３．５９ ｋｍ
・路線数 ： ７，６０４路線

○秋田市道 （H30.3.31現在） ○管理施設

・橋 梁 ： ７２０橋
・ト ン ネ ル ： ６箇所
・地 下 道 ： ２２箇所
・ポンプ施設 ： ３０箇所
・道路案内標識 ： ４０１基



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

秋田市の橋梁（１）

○目的別橋梁数
・車 道 橋 ： ６９８橋
・自歩道橋 ： ２２橋
（歩行者専用または歩行者自転車専用道路）

秋田市の管理橋梁数 ７２０橋 （H30.3.31現在）

○上部工種別橋梁数
・鋼橋 ： １２０橋 （16.7％）
・コンクリート橋 ： ４４０橋 （61.1％）
・溝橋 ： １５６橋 （21.7％）
・木橋 ： ４橋 （ 0.5％）

上部工種別橋梁数

鋼橋

ｺﾝｸﾘｰﾄ橋

溝橋

木橋

○交差区分別橋梁数
・渡 河 橋 ： ６７９橋
・跨 線 橋 ： ８橋
・跨 道 橋 ： ３３橋
（うち国道２橋、高速道路１２橋）

交差区分別橋梁数

渡河橋

跨線橋

跨道橋



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

秋田市の橋梁（２）

秋田市の管理橋梁数 ７２０橋 （H30.3.31現在）

○経過年数別橋梁数
・５０年以上 ： ５３橋（ 7.4％）
・４０年以上５０年未満： １４７橋（20.4％）
・３０年以上４０年未満： ６８橋（ 9.4％）
・２０年以上３０年未満： ８９橋（12.4％）
・２０年未満 ： ６５橋（ 9.0％）
・不明 ： ２９８橋（41.4％）
※１ 不明なものは、すべて１５ｍ未満
※２ ほとんどが３０年以上経過と想定

経過年数別橋梁数

５０年以上
４０～５０年
３０～４０年
２０～３０年
２０年未満
不明○建設後５０年以上経過の橋梁数

・３０年後には、全体の半分になる見込み。

2018年
（現在）

53橋
（7.4％）

2028年
（10年後）

200橋
（27.8％）

2038年
（20年後）

268橋
（37.2％）

2048年
（30年後）

357橋
（49.6％）



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

秋田市橋梁長寿命化修繕計画

最終修正 ・・・・・ 平成２７年３月
次回修正 ・・・・・ 平成３１年度（対象橋梁数：７２０橋予定）

予防保全型：橋長１５ｍ以上の橋梁および他に代替路線のない橋梁（２４６橋）
損傷度が軽微な段階で繰り返し修繕を行い、常に一定の健全度を保持し、長寿命化を図る維持
管理方法。

○管理基準と維持管理方法

経過観察型：概ね７ｍ以上の橋梁および先に人家のない１５ｍ以上の橋梁（９８橋）
修繕不可能な状態に達する前に修繕を実施する維持管理方法。損傷状況をみながら必要に応
じて架け替えや部材の交換を行う場合もある、従来通りの維持管理。

更新前提型：概ね７ｍ未満の橋梁（３７０橋）
基本的には大規模な修繕を実施せずに、ボックスカルバート等の簡易な構造で更新することを
前提とした維持管理方法。橋面や高欄等の小規模な補修は実施していく。

撤去型：直近に代替路線（橋梁）のある橋梁（６橋）
基本的には大規模な修繕や架け替えを実施せずに、撤去することを前提とした維持管理方法。
橋面や高欄等の小規模な補修は必要に応じて実施するが、計画的に撤去していこうというもの。



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

橋梁の点検

定期点検（１巡目） ・・・・・ 平成２６年度 ～ 平成３０年度 （対象橋梁数：７２０橋）

◎直営点検（市職員による点検） ・・・ ２１５橋

H26 H27 H28 H29 H30 合計

外部委託 ６９橋 １４６橋 １０６橋 ８６橋 ９８橋 ５０５橋

直営点検 ３５橋 ６０橋 ３４橋 ４３橋 ４３橋 ２１５橋

合計 １０４橋 ２０６橋 １４０橋 １２９橋 １４１橋 ７２０橋

秋田市が直営点検を実施する理由
①小規模橋梁の数が多い。
②小規模橋梁には、簡易な構造（ボックス等）が多い。
③職員の技術力向上のため。
④直営点検には、お金がかからない。

今後の課題
①点検橋梁数の平準化・・・職員負担を平準化したい。
②費用負担の平準化・・・予算を平準化しないと予算確保が難しくなってきている。
③職員のさらなる技術力向上とノウハウの継承。



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

秋田市の橋梁の現状（１）

○点検の結果（公表済み）

診断区分 H26 H27 H28 H29 H30 計

Ⅰ １１橋 ３３橋 ２７橋 ７１橋

Ⅱ ５３橋 １３８橋 １００橋 ２９１橋

Ⅲ ３９橋 ３５橋 １３橋 ８７橋

Ⅳ １橋

合計 １０４橋 ２０６橋 １４０橋

○診断区分Ⅳ

平成２６年度に診断区分Ⅳと判定した橋梁については、すぐに通行止めの処置をした上で翌年度
中に補修を実施し、現在は問題なく供用できる状態となっている。

主桁損傷状況 措置状況後

秋田市添川
市道蓬田１号線
蓬田橋（木橋）



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

秋田市の橋梁の現状（２）

○損傷の傾向

鋼橋上部工

・最近できたもの以外の殆どが塗装の塗り替
えが必要となっている。

・母材の減厚を伴う著しい腐食が見られるも
のもあるほか、無塗装仕様（耐候性鋼材）の
桁も全体的に良好な安定錆が形成されていな
い。

・鋼製の床版や支承についても全体的に腐食
が進行している傾向にある。

コンクリート上部工（主桁）

・コンクリート製の上部工については、工場製作、
現場打ちの違いはあるが、経年劣化による部
分的なはく離や鉄筋露出が見られるものが多
い。

・施工時の不良と思われる損傷（ジャンカ等）が
橋長の短い、現場打ちのものに多く見られる。

・全体的に健全なものが多いが、早期に対策が
必要な部分的な損傷を含むものもある。

コンクリート床版

・部分的にひび割れや鉄筋露出が見られるが、
重大な事故につながる土砂化やひび割れ・亀
裂は現在のところは見られない。

橋面

・橋長が短いものには伸縮装置がないものが
多く、伸縮部からの漏水が多く見られる。

・舗装の段差、高欄・防護柵の破損や腐食が
見られるものが多い。

下部工
・危険な傾斜や洗掘は見られないが、構造的なひび割れや施工不良による損傷が見られる。
・経年によるすり減りが見られるものが多い。



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

秋田市の方針

○修繕の基本的な考え方

下部工→予防・機能保持
・クラック等について、断面修復やひび割れ補修、ひび割れ注入等最適な補修を施す。
・必要に応じて表面保護工を実施するなど、予防保全的対策も取り入れる。

鋼橋上部工→防錆能力の再現
・基本的に塗装の塗り替えを実施する。
・対象橋梁に最適な工法を選択する。

・鋼材に著しい減厚が見られる場合は、当て
板や部材の交換なども積極的に行う。

・鋼製の支承についても金属溶射や再塗装に
より防錆処理する。

橋面→水を止める
・防水層の新設や再処理により、床版への侵
入水を止める。

・舗装打ち直しにより、安定的に防水層を保護
して、走行性も改善する。

・伸縮装置を非排水化することで、沓座まわり
や桁下への侵入水を防ぐ。

コンクリート上部工（主桁）→予防・機能保持
・部材の劣化について慎重に診断する。

・クラック等について、断面修復やひび割れ補
修、ひび割れ注入等最適な補修を施す。

・露出鉄筋や深度のある損傷部については、鉄
筋の防錆処理を行う。

コンクリート床版→機能の保持・回復
・劣化の症状が一番出やすい部材。慎重に診
断し、適切な処置を施す。

高欄・地覆等→機能の保持・回復
・橋梁の置かれている位置条件や環境条件、
社会条件を考慮して、補修の工法を選択する。
・現場で求められる機能、要件を満たす補修を実施す
る。



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

修繕工事の事例（１）

○鋼橋修繕工事の事例（１） －協雄大橋－

市道清水木線 協雄大橋 （橋長：L=283.5m 全福員：W=10.75m ）
【 主桁端部に安定錆が定着していない。 → 端部の塗装塗り替え 】



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

修繕工事の事例（２）

○鋼橋修繕工事の事例（２） －四丁目橋－

市道四丁目橋線 四丁目橋 （橋長：L=24.7m 全福員：W=5.3m ）
【 塩分付着量が多い。 → 下塗り（ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ）の追加 】

秋田駅



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

修繕工事の事例（３）

○鋼橋修繕工事の事例（３） －おいだら大橋－

市道仁別木曽石線 おいだら大橋 （橋長：L=95.0m 全福員：W=12.5m ）
【 デザイン高欄の塗膜劣化 → 高欄の塗装塗り替え 】



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

今後の課題（１）

○秋田市の課題

予算の確保
秋田市の財政事情だけが要因ではないが、「維持管理」部門への予算配分を増やしていくことが難しいため、
より効率的な予算執行に努めていく必要がある。

財政負担の軽減
橋梁点検の必要性は十分に理解しているが、その費用負担は決して軽いものではないため、基準や制度の
見直しについて、求めていきたい。

事業進捗率の向上
修繕事業の進捗が遅れることにより、築年数の古い橋梁が増えてしまい、計画どおりのＰＣＤＡサイクルを保持
できなくなる。

事業効果の説明
利用者がいない、あるいは極端に少ない橋梁について、修繕工事を実施することの効果に対して理解を得にく
いところがある。

市職員の技術力の向上と継承
行政機関の建設関係部門においては、今後「維持管理」の比重が大きくなることは明確である。橋梁等専門性
の高い工事や技術開発が著しい分野では、職員個人の高いアンテナも必要。

地元業者の技術力向上
今後秋田市においては、小規模橋梁の修繕工事が増えてくると想定しているが、地元業者の多くは施工経験
がないため、分かりやすい設計積算が必要となる。



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

今後の課題（２）

○小規模橋梁の修繕（長寿命化）

発注単位の集約
小規模な橋梁の修繕工事については、スケールメリットが望めないことや施工に対応できる事業者が少ないと
思われることから、複数の橋梁を１つの工事単位で発注することも検討していく必要がある。

工種による分散発注
複数の橋梁について集約発注する際に全体工期の短縮や確実な工程管理を行うため、橋面と桁下の工事を
分割発注することについても検討していく必要がある。

簡易設計についての研究
ある程度の規模がある橋梁については、修繕工事の工法選択や施工計画を含め、設計業務を外部委託して
いるが、小規模な橋梁については、職員による簡易な設計手法が必要となる。

工法の研究
たとえば、小規模な橋梁では、コンクリート舗装されていることが多く、防水や舗装をするには課題は多い。小
規模橋梁に対応可能で、なおかつ安価な補修工法を模索していく必要がある。

積算手法の検討
高欄の現場塗装等現実的な作業について、積算根拠を明確化・簡略化していきたい。構造的欠陥はなくても
外部からの要望が多い補修項目であるため、分かりやすい積算根拠が必要である。



秋田市の橋梁長寿命化への取り組み

秋田市の取り組み

○秋田市の今後の取り組み

積極的な維持管理
現在把握している課題に対して現場から声を上げ、インフラの長寿命化・予防保全という観点か
ら積極的な維持管理をしていく。

事業の内容・効果の発信
インフラの長寿命化の必要性や事業の内容・効果をさまざまな機会をとらえて広く発信し、市民
のみなさまの理解を得て事業を進めていく。

継続と継承
秋田市としての基本姿勢を守りつつ、変化をおそれず新しいもの（技術）を積極的に取り入れて
いく姿勢は崩さない。職員個人の経験や個人が新しく得た情報を職場全体で共有し、きちんと検
証を重ねて職場全体の共有財産とすることで、知識・技術を正しく繋いでいく。


